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参加費無料！

　ジュニア運動教室は、「運動が苦手」「運動習慣がない」というお子さんが、“遊び”を通して運
動の楽しさを体験できる、全７回のプログラムです。教室開催中は、お子さんの運動習慣づく
りなどについて講師に質問や相談ができる「保護者サロン」を開設します。水戸ホーリーホック
アカデミーコーチによる特別講座も開催しますので、この機会にぜひ参加してみませんか。

対象等▼村内在住･在学の小学４～６年生（先着30人）
講師▼髙橋和将さん（茨城キリスト教大学児童教育学科） 

ほか
その他▼新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

中止･延期となる場合があります。
申し込み･問い合わせ▼ ５月28日（金）か ら６月13日
（日）まで（月曜日を除く）の午前８時30分～午後５時
15分に、ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局（総合体育館
内 ☎283-1001）へ申し込みください。

日時等▼

場所▼総合体育館

日 時 内 容
▽６月24日、７月１日･

８日･15日･29日、８月
５日（全て木曜日）

▽午後５時～６時

バランストレーニング、
的 当 て、 大 縄 跳 び、
鬼ごっこ 等 

▽７月22日（木･祝）
▽午前10時～ 11時30分

水戸ホーリーホック
アカデミーコーチに
よる特別講座

「ジュニア運動教室」参加者大募集！「ジュニア運動教室」参加者大募集！ＳＣスマイルＴОＫＡ Ｉ

競争、 順位、 一切なし！　楽しく体を動かそう♪
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昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
村
松
村
と
石
神
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
東
海
村
。
合
併
直
後
の
昭
和

31（
１
９
５
６
）年
に
は
日
本
原
子
力
研
究
所
の
設

置
が
決
定
し
、
原
子
力
関
連
事
業
所
や
日
立
製
作

所（
日
立
市
）に
勤
務
す
る
方
々
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
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し
て
、全
国
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
44（
１
９
６
９
）年
に
村
内
に
居
を
構
え
た
Ｔ

さ
ん
は
、
現
在
の
東
海
村
文
化
協
会
発
足
メ
ン
バ
ー

の
お
一
人
で
す
。
東
海
村
に
引
っ
越
し
て
き
た
当
時

の
印
象
や
、
文
化･

芸
術
活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
昭
和
16（
１
９
４
１
）年
に
宮
城
県
に
生
ま
れ
、

東
海
村
に
来
た
の
は
28
歳
の
時
で
す
。
当
時
、
ま
だ

家
の
周
り
に
水
道
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
井
戸
を
掘
っ

て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
南
台
団
地
や
緑
ケ
丘
団

地
も
で
き
て
人
口
が
増
加
し
て
き
た
の
は
、

昭
和
50
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

そ
の
頃
、
日
本
原
子
力
研
究
所
に
も
日
立

製
作
所
に
も
若
い
人
で
絵
を
描
い
て
い
る
人

が
多
く
い
ま
し
た
。
日
立
市
に
は
美
術
協
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
東
海
村
に
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、″
若
い
人
た
ち
で
集
ま
っ
て

絵
画
同
好
会
を
作
ろ
う
〟と
い
う
話
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
が
、
現
在
の
東
海
村
文
化

協
会
美
術
連
盟
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

当
時
、
東
海
村
に
は
文
化
的
な
も
の
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
″
東
海
村

を
文
化･

芸
術
の
街
に
し
よ
う
〟と
い
う
強
い
思
い
が

あ
り
、「
口
よ
り
も
行
動
あ
る
の
み
」と
同
じ
志
を
持

つ
仲
間
た
ち
と
、
文
化
祭
や
芸
術
祭
、
ア
ー
ト
ロ
ー

ド
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

思
い
返
す
と
、
絵
画
同
好
会
を
は
じ
め
と
し
た

文
化･

芸
術
の
趣
味
の
集
ま
り
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
、
知
り
合
い
や
親
戚
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
の

地
で
、
人
と
触
れ
合
え
て
つ
な
が
れ
る
大
切
な
場
所

で
し
た
。
東
海
村
に
は
全
国
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
が
、
新
し
い
視
点
を
持
つ
人
々
が
多
く
い
た

こ
と
も
、
こ
の
地
に
文
化･

芸
術
が
根
付
い
た
一
つ
の

理
由
の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。」

　

若
く
行
動
力
に
あ
ふ
れ
て
い
た
Ｔ
さ
ん
と
、
志
を

同
じ
く
し
て
共
に
村
の
文
化･

芸
術

を
高
め
よ
う
と
活
動
し
た
方
々
の

思
い
は
、
現
在
の
村
の
文
化
祭
や
芸

術
祭
に
つ
な
が
り
、
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
５
月
16
日

か
ら
、
東
海
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で「
東
海
村
芸
術
祭
２
０
２
１
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
文

化･

芸
術
の
息
吹
を
感
じ
に
、
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【第１回「東海村芸術祭」（昭和63年）】




